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このガイドについて

対象読者

本書は、Tmax®(以下、Tmax) RCAを用いて開発を行う開発者を対象としています。

RCAはRaw Client Agentの略語です。Tmaxクライアント・ライブラリーを使用できない従来の通信プログラ

ムやPDAなどをTCP/IPソケットを介してTmaxシステムと接続し、Tmaxシステムが提供するサービスを使用

できるようにサポートするエージェントです。同書では、RCAモジュールのインストールおよび環境設定方法

について説明します。

前提知識

本書は、Tmaxシステムの概要とTmaxシステムが提供する各種機能や特性などを習得するための手引書

です。

本書を理解するためには、以下の事項についての知識が必要です。

● ミドルウェアおよびUNIXシステムについての基本知識

● Tmaxの基本概念

● JavaとCプログラミングについての知識

制限事項

本書を読む前にTmaxの基本概念を熟知している必要があります。実務上の具体的な使用方法や管理・運

用についての内容は、各製品ガイドを参照してください。

参考

Tmaxシステムの開発についての基本的な内容は、『Tmax 運用ガイド』および『Tmax アプリケーション開

発ガイド』を、Tmaxが提供するコマンドとC APIについては、『Tmax リファレンスガイド』を参照してくださ

い。
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本書の構成

本書は、計4章で構成されています。

各章の主な内容は以下のとおりです。

● 第1章: 紹介

RCAシステムの概要およびシステム構造について説明します。

● 第2章: 使用と管理

RCAシステムの使用方法や管理方法について説明します。

● 第3章: APIとエラーメッセージ

RCAで使用するAPI関数の使用方法とエラーメッセージについて説明します。

● 第4章: RCAHの例

RCAHカスタマイズと例について説明します。
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表記上の規則

意味表記

プログラム・ソースコードのファイル名、ディレクトリー<AaBbCc123>

CtrlキーとCキーを同時に押す<Ctrl> + C

GUIのボタン、メニュー名[Button]

強調太字

関連文書、あるいはガイド内の他の章および節の表示「」、『』 (鍵カッコ)

画面UI上の入力項目「入力項目」

メール・アカウント、Webサイトハイパーリンク

メニューの実行順>

下位ディレクトリー/ファイル有り+ ----

下位ディレクトリー/ファイル無し|----

参照/注意事項
参考

図の名前[図1.1]

表の名前[表1.1]

コマンド、コマンド実行結果の画面出力 、サンプル・コードAaBbCc123

オプション・パラメータ値[ ]

選択パラメータ値|
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システム要件

要求事項

IBM AIX 5.x / 6.1 / 7.1プラットフォーム

HP-UX 11.xx

SunOS 5.7~5.9 / SunOS 5.10 / SunOS 5.11

1GB以上のハードディスク空き容量ハードウェア

512MB以上のメモリー空き容量

Oracle 9~12データベース

Tibero 4~5

DB2

Informix
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関連文書

説明ガイド

Tmaxを利用するための環境設定ファイルとシステム運用方法につい

て説明しています

Tmax

運用ガイド

Tmaxアプリケーション・プログラムの開発で使用するAPIの概念と使

用方法および例について説明しています

Tmax

アプリケーション開発ガイド

Tmaxアプリケーションの開発に使用するコマンドおよびクライアントと

サーバーの接続、通信に使用する関数の使用方法と例について説明

しています

Tmax

リファレンスガイド

Tmax製品の使用時に発生する可能性のあるメッセージ(エラー・メッ

セージを含む)と、その対応方法について説明しています

Tmax

メッセージリファレンスガイド
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第1章 紹介

本章では、RCAシステムの構成、基本構造、特徴について説明します。

1.1. 概要
RCA(Raw Client Agent)は、Tmaxクライアント・ライブラリーを使用できない従来の通信プログラムとTCP/IP

ソケットで接続し、Tmaxシステムで提供するサービスを利用できるようにサポートします。

RCAはマルチスレッド(Multi Thread)方式で処理され、それぞれのスレッドはTmaxクライアントに該当しま

す。したがって、起動されるスレッドの数はTmaxシステムのライセンスを考慮して設定する必要があります。

またRCAではPOSIXスレッドが使用され、カーネルレベルのスレッドでシステムによってスケジューリングさ

れます。したがって、マルチCPU環境でより効果的に処理されます。

RCAは、構成する場所に応じてローカル・モードとリモート・ノードに分けられます。

● ローカル・モード(Local Mode)

Tmaxシステム内に位置するように構成して、サーバーまたはクライアントの動作を処理する方式です。

● リモート・モード(Remote Mode)

Tmaxシステム外部のノードに位置させ、サーバーまたはクライアントの動作を処理する方式です。

各モードについての詳細内容は、「2.2. システムの使用」を、システム構造についての詳細内容は、「1.3. シ

ステム構造」を参照してください。

1.2. 構成

RCAは以下のように構成されます。

● RCAL

RCALは、TCP/IP構造でサーバープロセスに該当します。RCALは相手通信プログラムからの接続を待

ち、接続情報をRCAHに渡す役割をします。RACLは相手通信プログラムには接続しません。

以下のパスに存在しており、ユーザーの接続を制御します。

$TMAXDIR/bin/rcal
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● RCAH

ユーザーのロジックと一緒に作成されます。

RCAHは、Tmaxクライアント・スレッド・ライブラリー($TAMXDIR/lib/librcah.so)とユーザーが作成したクラ

イアント・プログラムが結合して作成される実行ファイルであり、ユーザーのロジックと一緒に作成されま

す。RCAHはマルチスレッド方式で処理され、1つのスレッドが1つのTmaxクライアントにあたります。つま

り、1つのクライアント・プログラム(RCAH)がスレッド数分のTmaxシステムと接続を確立してサービスを提

供します。

RCALは最大500のRCAHを起動することができ、1つのRCAHは最大60のスレッドを持つことができます。

したがって、1つのRCAモジュールは最大30000個(500*60)のクライアントをサポートします。このようにマ

ルチスレッド方式で処理されるため、グローバル変数または静的変数の使用に注意を払う必要がありま

す。RCAHプログラムの例は、「第4章 RCAHの例」を参照してください。

● 管理ツール

RCAは、rcastatとrcakillを使ってRCA情報を監視および終了することができます。

説明管理ツール

RCA設定情報と現在RCAに接続しているクライアントの数を監視することができます。

rcastatについての詳しい内容は、「2.3.2. 監視」を参照してください

rcastat

RCAを終了する際、RCAが使用したリソースを削除するために使用しますrcakill

1.3. システム構造
システムは、クライアント要求の処理に応じてサーバー・モードとクライアント・モードに分けられます。

1.3.1. サーバー・モード

サーバー・モードは、RCALがクライアントのリモート接続に待機してから処理する方式です。

以下の図は、サーバー・モードでのRCALとRCAHのプロセス・フローです。
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[図 1.1] サーバー・モードでのプロセス・フロー

1.3.2. クライアント・モード

クライアント・モードは、RCAリモート・ソケット・プログラムから接続要求を待ち、RCAHの各スレッドで接続を

要求する方式です。

リモート・ソケット・プログラムと接続が確立されたら、サーバー・モードもクライアント・モードも、RCA動作は

同じです。ただし、クライアント・モードの場合は、RCALはリモート接続要求を待ちません。各スレッド・メイン・

プログラムはサーバー・モードとクライアント・モードが異なります。

以下の図は、クライアント・モードでのRCAHのプロセス・フローです。

[図 1.2] クライアント・モードでのプロセス・フロー

1.4. 特徴
RCAの特徴は、マルチ・ポートをサポートするということです。RCAは様々な形式のクライアントをサポートす

るために最大32個までポートを指定できます。したがって、開発者はポート別ロジックを構成することで、1つ

のプロセスより柔軟なプログラムを作成できます。
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以下は、マルチ・ポートを指定する方法です。(デフォルト値: 8899)

RCA_PORT="9000, 9001, 9002, 9003"

プログラミングの際は、thrinit()、thrmain()、thrdone()の引数として渡される値がRCAINFO構造体

($TMAXDIR/usrinc/rca.hの以下参照)のポインターであり、この構造体が指すポート番号を基準にしてポー

ト別のロジックを構成することができます。

/* ------ type definition ------ */

typedef struct {

int fd;

int portno;

int count;

int status1;

int status2;

void *user_data;

void *system_data;

} *RCAINFO;

以下は、構造体フィールドについての説明です。

説明構造体フィールド

クライアントが接続して生成されたTCP/IPソケットですfd

使用されたポート番号です。この場合は、9000、9001、9002、9003のいずれかの値

です

portno

スレッドが呼び出された回数ですcount

注

本書で説明していないフィールドは、RCA内部で使われるフィールドなので、ユーザーが操作してはなり

ません。
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第2章 使用と管理

本章ではRCAシステムを使用するためのTmax環境設定の手順と管理ツールの使用方法について説明しま

す。

2.1. 環境設定
提供されるファイルをそれぞれのディレクトリに適切な名前に変更してコピーします。下の例はTmax 3.7.6を

基準にしています。

ファイル名Directory

rcal$TMAXDIR/bin

rcastat$TMAXDIR/bin

rcakill$TMAXDIR/bin

librcah.so$TMAXDIR/lib

rca.h$TMAXDIR/usrinc

環境変数の設定

RCAで使用される環境変数は以下のとおりです。各プラットフォームに合わせて設定します。

説明環境変数

RCAHがインストールされ実行されるホームディレクトリの絶対パスを指定します。

RCALはRCA_DIRで定義されたディレクトリでRCAHを探して実行させます

RCA_DIR

RCALとRCAHプロセス間で情報共有のために使用する共有メモリーKey値です

(デフォルト値 : 74565)

RCA_SHMKEY

RCAHモジュールの数を指定します(デフォルト値: 4、最大値: 500)RCA_NRCAH

RCAHごとに管理するスレッド数を指定します(デフォルト値: 32、最大値 :60)RCA_NTHR

RCALが従来の通信プログラム(クライアント)から接続を受けるポート番号です。ポー

トは最大32個まで指定できます(デフォルト値 : 8899)

RCA_PORT

(例: RCA_PORT="9000 9001 9002 9003")

ローカル・モードの場合にはLD_LIBRARY_PATHにTmax Library Pathを追加しま

す。一方、リモート・モードの場合は l i b r cah .soが存在するディレクトリを

LD_LIBRARY_PATHに指定します

LD_LIBRARY_PATH
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以下は、ローカル・モードでkorn shellを使用する場合、.profile内にRCA関連環境変数を設定する例です。

<.profile>

export RCA_DIR = /usr/tmax/appbin

export RCA_SHMKEY = 79800

export RCA_PORT = 2001

export RCA_NRCAH = 5

export RCA_NTHR = 25

export LD_LIBRARY_PATH = $LD_LIBRARY_PATH:$TMAXDIR/lib

環境設定ファイルの修正

RCAをローカル・モードで運用する場合には、以下のようにconfig.mファイルのSERVERセクションに追加し

ます。

<config.m >

*SVRGROUP

svg1 NODENAME = "tmax1"

*SERVER

RCASVR SVGNAME = svg1,

TARGET = "rcal",

SVRTYPE = SYS_SVR,

CLOPT = "-n rcah -f /tmax/rca.env", MIN = 1

rcadモジュールの作成および準備
カスタマイズされたRCAHをRCA_DIR環境変数に定義されたディレクトリーにコピーします。

2.2. システムの使用
RCAを使用するためには、まずRCAHを作成する必要があります。ユーザーは、thrinit()、thrmain()、thrdone()

のルーチンを実装してRCAHライブラリーとリンクし、RCAH実行ファイルを作成します。このように作成され

た実行ファイルはRCA_DIR環境変数に設定したディレクトリーに存在する必要があります。

説明関数

スレッドが初めて起動されるときに呼び出されます。一般的にthrinit()でTmaxシス

テムとの接続を処理し、thrdone()ではTmaxシステムとの接続の解除を処理します

thrinit()

新しいクライアント・ソケットが接続されるとき、該当するソケットFDとポート番号を引

数として使用して呼び出されます。($TMAXDIR/usrinc/rca.hのRCAINFO構造体を

参照)

thrmain()
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説明関数

スレッドが終了するときに呼び出されますthrdone()

RCAを終了する方法は、使用するモードに応じて違いがあります。RCAがTmaxシステムと同じノードで運用

されるローカル・モードでは、rcakillを使用してRCAを終了するか、または、Tmaxシステム・コマンドのtmdown

を使って一緒に終了することもできます。一方、RCAがTmaxシステムと別のノードで運用されるリモート・ノー

ドでは、RCAを別のコマンドを使って起動させる必要があるため、強制終了あるいはrcakillを使用して終了し

ます。

注

RCAHをコンパイルする際は、usrinc/rca.hが他のTmaxヘッダー・ファイルより先にインクルードされる必

要があります。

2.2.1. ローカル・モード

ローカル・モードはTmaxシステムとRCAモジュールが同じノードにあり、統合管理が必要な場合に使用しま

す。

RCALは1つのTmaxサーバー形式で登録され、Tmaxシステムと接続されます。RCALは別途の実行・終了

コマンドを使用せずに、tmbootやtmdownで起動および終了され、Tmaxシステムとはパイプ通信を行いま

す。

tmbootコマンドによって起動されたRCALは、環境ファイルに指定されたファイルからRCA_DIR環境変数を

読み込んで、通信用パイプとRCAH実行ファイルの場所を検索します。RCA_DIR環境変数が定義されてい

ない場合は、該当するノードのTmaxシステムのAPPDIRをRCA_DIRとして使用します。したがって、RCAL

はRCA_DIRディレクトリーに通信用パイプを生成し、RCAHを起動させます。RCAの登録はTmaxシステム・

サーバー・プロセスと同じ方法で処理し、Tmaxシステム・クライアントと同じ方法で管理します。

ローカル・モードでRCAはTmaxシステムのサーバープロセス形式で制御できるため管理が便利です。また、

Tmaxシステムとストリーム・パイプを通じて接続されるため、リモート・モードの場合より迅速なデータ送受信

が可能です。RCALを登録する方法は一般的なサーバー・プロセスを登録する方法と同様です。

以下のように、rcalという名前を持つSYS_SVRタイプのサーバー・プロセスを登録します。モードがローカル

であることは自動的に認識されます。

*SERVER

rcal SVGNAME = svg1,

SVRTYPE = SYS_SVR,

CLOPT = "-n rcah -f /tmax/rca.env", MIN = 1
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注

RCALプロセスは2つ以上のプロセスが起動されると同じポートを使用するため、1つのプロセスのみ起動

できます。

tmbootとtmdownコマンドを実行するとき、サーバー名をrcal以外の名前にする場合は、以下のように指定し

ます。

*SERVER

RCASVR SVGNAME = svg1, TARGET = "rcal",

SVRTYPE = SYS_SVR,

CLOPT = "-n rcah -f /tmax/rca.env", MIN = 1

以下は、CLOPT項目の設定オプションについての説明です。

説明オプション

RCAH行ファイルの名前を指定します(デフォルト値 : rcah)[-n]

RCAで使用する環境ファイルを指定します。デフォルト値はありません。[-f]

[-f]]オプションで設定されるファイルはRCAを動作させるための基本的な情報であ

り、正常な動作を保証するためにはRCAを起動する前に設定する必要があります。

詳細については、「2.1. 環境設定」を参照します

2.2.2. リモート・モード

リモート・モードはRCAモジュールをTmaxシステムとは別途に管理したい場合に使用する方式であり、一般

Tmaxクライアントモジュールと同じ方式(TCP/IPソケット)でTmaxに接続します。TMAX_HOST_ADDR、

TMAX_HOST_PORT、TMAX_BACKUP_ADDR、TMAX_BACKUP_PORT、TMAX_CONNECT_TIMEOUT

などを使用して接続します。リモート・モードではRCALを別途に起動させる必要があります。

以下はリモート・モードの実行方法です。ローカル・モードには適用できません。

● 使用方法

$ rcal [-n RCAH_NAME] [-f ENV_FILE [-m MODE]

説明オプション

RCAH実行ファイルの名前を指定します(デフォルト値 : rcah)[ -n RCAH_NAME ]

RCAで使用する環境ファイルを指定します。デフォルト値はありません[ -f ENV_FILE ]

ローカル・モードとリモート・モードのいずれかを選択します[ -m MODE ]

– 0: リモート・モード(デフォルト値)
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説明オプション

– 1: ローカル・モード(Tmax 3.7.6ではサポートしていません)

参考

[-n]と[-f]オプションの使用方法はローカル・モードの場合と同じです。環境変数については、「2.1. 環境設

定」を参照してください。

2.3. システム管理
システムを管理するための起動、終了、監視、障害対策の方法について説明します。

2.3.1. 起動および終了

RCAはマルチ・スレッド・クライアントとして起動され処理されます。リモート・モードの場合は管理者が直接起

動しなければなりませんが、ローカル・モードの場合にはTmaxシステムのサーバー・プロセス形式で登録さ

れるため、Tmaxシステムと一緒に起動および終了できます。一般的なサーバー・プロセスと同様、[-s]オプ

ションを使用して起動および終了することもできます。

RCAの起動と終了は、tmbootとtmdownコマンドを使用します。以下は、コマンドの使用例です。

$ tmboot -s rcal

$ tmdown -s rcal

RCAモジュールは起動時にthrinit()ルーチンを呼び出します。一般的にthrinit()で初期化内容を設定します。

thrinit()で設定する初期化の主な作業は、Tmaxシステムと接続を確立することです。したがって、RCAHに

属するそれぞれのスレッドは起動と同時にTmaxシステムと接続を確立し、クライアントの要求が発生する時

点ではサービスの処理だけ行います。実際のサービス処理はthrmain()で設定します。

RCAHを作成してから5秒が過ぎてもRCALにいかなるRCAHも登録しない場合など、RCALがRCAHの起

動に失敗すると、RCALがエラーメッセージとともに終了されます。(エラー番号[RCAL0002])

RCAモジュールが終了すると、thrdone()ルーチンを呼び出します。このルーチンではリソースの解除といっ

た最終的な作業を処理します。thrdone()で設定するリソース解除の代表的な場合は、Tmaxシステムとの接

続を解除することです。注意すべきことは、Tmaxシステムを終了させる場合は、thrdone()でTmaxシステム

に関連する関数の呼び出しを実行できないということです。TmaxシステムでRCAはクライアント・プロセスと

して管理されるため、Tmaxシステムは終了時にRCAとの接続を別途管理しないからです。

RCAは障害対策をサポートするため、tmdownで正常にシステムをダウンさせた場合にも共有メモリーが削

除されません。共有メモリーを削除する場合は、rcakillコマンドを使ってRCAを終了します。RCAの障害対策

については、「2.4. 障害対策」の内容を参照してください。
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2.3.2. 監視

2.3.2.1. rcastat

RCAはTmaxシステムではクライアント・プロセスとして管理されるため、Tmaxシステム管理ツールのtmadmin

でモニタリングできます。TmaxではRCAをモニタリングするrcastatという別途のツールを提供しています。

このツールを使って管理者は現在のRCAの設定内容を確認したり、現在RCAに接続しているクライアントの

数などをモニタリングすることができます。

● 使用方法

rcastat [-h] [-p pid] [-n rcah_no] [-k shmkey]

説明項目

コマンドのヘルプ・オプションです[-h]

pidにより特定のRCAHの状態情報を出力します。[-p pid]

pidを指定していない場合、RCAで動作しているすべてのRCAHの情報を出力し

ます

RCAH番号により特定のRCAHの状態情報を出力します。[-n rcah_no]

rcah_noを指定していない場合、RCAで動作しているすべてのRCAHの情報を出

力します

RCAが使用する共有メモリー・キー値を設定します。[-k shmkey]

共有メモリー・キー値を指定しない場合は、ユーザー・システム環境変数に設定し

たRCA_SHMKEY値を読み込みます。システム環境変数にも設定していない場

合は、デフォルト値の74565が使用されます。誤ったキー値を入力した場合には、

正しい情報を出力できません

● 例

------------------------------------------------

rca_dir: /user/tmax/server/

rca_mode: Local

rca_port: 8123

rcal_name: rca

rcal_pid: 1722

rcah_name: rcah

shmkey: 74565, shmsize: 4832

#rcah: 2, #thread per rcah: 60

------------------------------------------------

rcah_no pid #client
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------------------------------------------------

0 1724 0

1 1723 0

------------------------------------------------

説明出力項目名

RCAH実行ファイルと通信用パイプが生成されるディレクトリーですrca_dir

現在使用されているモード情報ですrca_mode

使用可能なポート番号ですrca_port

RCALの名前ですrcal_name

RCALのpidですrcal_pid

RCAHの名前ですrcah_name

RCAで使用している共有メモリー・キー値ですshmkey

共有メモリーのサイズですshmsize

使用されているRCAの数です#rcah

1つのRCAH当たり起動されているスレッド数です#thread per rcah

RCA内部で管理される番号であり、それぞれのRCAHごとに番号が振られますrcah_no

RCAに起動されているRCAH別のpidですpid

クライアントの数です#client

以下は、コマンドを使って照会したシステムの設定情報です。

$ rcastat

rcastat: RCA_SHMKEY env is not set, using default shmkey (74565)

2.4. 障害対策
● RCAH障害

開発者が直接作成したプログラムによって生成されるRCAHはプログラムバグによってダウンされる場合

があります。

RCAHにクライアントが接続している状態でRCAHがダウンすると、RCALがRCAHを再起動します。ただ

し、RCAHにクライアントが接続していない状態でRCAHがダウンすると再起動されません。これは最も頻

繁に発生する問題であり、このようなRCAHのダウンは、開発者が作成したプログラムが原因なので、

RCAHに対するデバッグが必要です。再起動されたRCAHが、失敗した業務を再実行することはありませ

ん。
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● RCAL障害

管理者のミスでRCALを終了する場合(tmdown)、RCAHはクライアントが接続されている限り実行を続け

ます。

一方、クライアントが接続していないRCAHは、RCALが終了されると自動的に終了されます。RCAが使

用する共有メモリーはRCALが終了しても削除されないので、これを削除する場合は、ユーザーがipcrm

を使用して直接削除します。ただし、rcakillを使用してRCAを終了する場合は、共有メモリーが自動的に

削除されます。RCAH内のスレッドがダウンされた場合は再起動します。

クライアントとの接続が解除され業務の実行が完了すると、RCAHも終了されます。ただし、RCALに障害

が発生した場合、新しいクライアントは接続できません。この場合には、RCALを再起動してください。

2.4.1. rcakill

RCAを終了したい場合、RCAが使用しているリソースを削除するために使用します。

● 使用方法

rcakill [-h] [-p pid] [-n rcah_no] [-k shmkey]

説明項目

コマンドのヘルプ・オプションです[-h]

pidにより特定のRCAHの状態情報を削除します[-p pid]

RCAH番号により特定のRCAHの状態情報を削除します[-n rcah_no]

RCAが使用する共有メモリーのキー値の情報を削除します[-k shmkey]
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第3章 APIとエラーメッセージ

本章では実際にアプリケーションを開発するためのAPIの使用方法とエラーメッセージを紹介します。

3.1. API
以下はRCA APIの一覧です。

説明API

ソケットFDをUCSプロセスのスケジューラに登録する関数ですtpsetfd

UCSプロセス内部のfdsetのソケットFDをオフにするために使用する関数ですtpclrfd

UCSサーバー・プロセスでソケットFDにデータが受信したかをチェックする関数ですtpissetfd

UCSサーバー・プロセスでデータの受信を待つ関数ですtpschedule

UCSサーバー・プロセスでデータの受信を入力した時間の間待つ関数ですtpuschedule

リモートとTCP/IPで接続する関数であり、特定の時間の間接続を試みますtpremoteconnect

tpgetsvrseqno APIと同様にRCAHプロセス番号を返す関数ですtpgetrcahseqno

RCAHのスレッド情報を照会する関数ですtpgetrcainfo

3.1.1. tpsetfd

ソケットFDをUCSプロセスの外部ソケット・スケジューラーに登録する関数です。UCS方式プロセスを使用し

たソケットFDを起動する際に使用されます。UCSスケジューラーは、TMM、CLHだけでなく、該当ソケットFD

に到着したメッセージも一緒にチェックします。ユーザーが指定したソケットにメッセージが到着した場合、

tpschedule()は特に処理をすることなく、正常結果（UCS_USER_MSG）を返します。また、どのソケットに

メッセージが到着したかを確認するためには、tpisetfd()を使用します。

● プロトタイプ

#include <ucs.h>

int tpsetfd (int fd)

● パラメータ

説明パラメータ

登録するソケットFDを設定しますfd
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● 戻り値

説明戻り値

関数の呼び出しに成功した場合です1

関数の呼び出しに失敗した場合です。tperrnoにエラーコードが設定されます-1

● エラー

tpsetfd()が正常に実行されなかった場合、tperrnoに以下の値のいずれかが設定されます。

説明エラーコード

Tmaxシステムにエラーが発生した場合です。詳細情報はログファイルに記録されま

す

[TPESYSTEM]

運用システムにエラーが発生した場合です[TPEOS]

● 例

#include <stdio.h>

#include <sys/socket.h>

#include <netinet/in.h>

#include <errno.h>

#include <usrinc/ucs.h>

... 

#define SERV_ADDR “168.126.185.129”

#define SERV_PORT 1500

 

int fd_read(int, char *, int);

extern int errno;

 

int usermain(int argc, char *argv[])

{

    ...

    int listen_fd, n, newfd;

    struct sockaddr_in my_addr, child_addr;

    socklen_t child_len;

    buf = tpalloc(“STRING”, NULL, 0);

    if (buf == NULL){

        error processing

    }

 

    memset((void *)&my_addr, NULL, sizeof(my_addr));

    memset((void *)&child_addr, NULL, sizeof(child_addr));

    listen_fd = socket(AF_INET, SOCK_STREAM, 0);

    if (listen_fd == -1){

        error processing
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    }

 

    my_addr.sin_family = AF_INET;

    inaddr = inet_addr(SERV_ADDR);

    my_addr.sin_port = htons((unsigned short)SERV_PORT);

 

    if (inaddr != -1){

        memcpy((char *)&my_addr.sin_addr, (char *)&inaddr, sizeof(inaddr));

    } 

    ret = bind(listen_fd, (struct sockaddr *)&my_addr, sizeof(my_addr));

    if (ret == -1){

        error processing

    }

    ret = listen(listen_fd, 5);

    if (ret == -1){

        error processing

    }

 

    ret = tpsetfd(listen_fd);

    if (ret == -1){

        error processing

    }

    ...

    while(1) {

        n = tpschedule(10);

        ...

        if (n == UCS_USER_MSG){

            if (tpissetfd(listen_fd)) {

                child_len = sizeof(child_addr);

                newfd = accept(listen_fd, &child_addr, &child_len);

                if (newfd == -1){

                    error processing

                }

 

            ret = tpsetfd(newfd);

            if (ret == -1){

                error processing

            }

        }

 

        if (tpissetfd(newfd)){

            /* ソケットからバッファーを読み込みます */

            fd_read(newfd, buf, 1024);

            ret = tpcall(“SERVICE”, (char *)buf, sizeof(buf), (char **)&buf, 

                           (long *)&rlen, TPNOFLAGS);

            if (ret == -1){
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                error processing

            }

            ...

            tpclrfd(newfd);

            close(newfd);

        }

        ...   

    }

    return 1;

} 

● 関連関数

tpclrfd(), tpissetfd()

3.1.2. tpclrfd

UCS方式プロセス内部のfdsetのソケットFDをオフにするのに使用される関数です。UCS方式サーバー・プ

ロセスの外部ソケットをスケジューリングする場合に使用します。

● プロトタイプ

#include <ucs.h>

int tpclrfd (int fd)

● パラメータ

説明パラメータ

オフにする内部fdsetのソケットですfd

● 戻り値

説明戻り値

関数の呼び出しに成功した場合です1

関数の呼び出しに失敗した場合です。tperrnoにエラーコードが設定されます-1

● エラー

tpclrfd()が正常に実行されなかった場合、tperrnoに以下の値のいずれかが設定されます。

説明エラーコード

Tmaxシステムにエラーが発生した場合です。詳細情報はログファイルに記録されま

す

[TPESYSTEM]
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説明エラーコード

運用システムにエラーが発生した場合です[TPEOS]

● 例

#include <stdio.h>

#include <sys/socket.h>

#include <netinet/in.h>

#include <errno.h>

#include <usrinc/ucs.h>

….

#define SERV_ADDR “168.126.185.129”

#define SERV_PORT 1500

int fd_read(int, char *, int);

extern int errno;

int usermain(int argc, char *argv[])

{

    ...

    int listen_fd, n, newfd;

    struct sockaddr_in my_addr, child_addr;

    socklen_t child_len;

    buf = tpalloc(“STRING”, NULL, 0);

    if (buf == NULL){ error processing }

    memset((void *)&my_addr, NULL, sizeof(my_addr));

    memset((void *)&child_addr, NULL, sizeof(child_addr));

    listen_fd = socket(AF_INET, SOCK_STREAM, 0);

    if (listen_fd == -1){ error processing }

    my_addr.sin_family = AF_INET;

    inaddr = inet_addr(SERV_ADDR);

    my_addr.sin_port = htons((unsigned short)SERV_PORT);

    if (inaddr != -1){

        memcpy((char *)&my_addr.sin_addr, (char *)&inaddr, sizeof(inaddr));

    }

    ret = bind(listen_fd, (struct sockaddr *)&my_addr, sizeof(my_addr));

    if (ret == -1){ error processing }

    ret = listen(listen_fd, 5);

    if (ret == -1){ error processing }

    tpsetfd(listen_fd);

    ...

    while(1) {

        n = tpschedule(10);
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        ...

        if (n == UCS_USER_MSG){

        if (tpissetfd(listen_fd)) {

            child_len = sizeof(child_addr);

            newfd = accept(listen_fd, &child_addr, &child_len);

            if (newfd == -1){ error processing }

            tpsetfd(newfd);

        }

        if (tpissetfd(newfd)){

            /* ソケットからバッファーを読み込みます */

            fd_read(newfd, buf, 1024);

            ret = tpcall(“SERVICE”, (char *)buf, sizeof(buf), (char **)&buf, 

                         (long *)&rlen, TPNOFLAGS);

            if (ret == -1){ error processing }

                ...

            ret = tpclrfd(newfd);

            if (ret == -1){ error processing }

            close(newfd);

        }

        ...

   }

   return 1;

}

● 関連関数

tpissetfd()

3.1.3. tpissetfd

UCSプロセスでソケットFDにデータが到着したかどうかをチェックする関数です。UCS方式サーバー・プロセ

スの外部ソケットのスケジューリングに使用されます。

● プロトタイプ

#include <ucs.h>

int tpissetfd (int fd)

● パラメータ

説明パラメータ

テストするfdset内部のFDを設定しますfd

● 戻り値
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説明戻り値

メッセージが到着した場合です正数

メッセージが到着しなかった場合です0

関数の呼び出しに失敗した場合です。tperrnoにエラーコードが設定されます-1

● エラー

tpissetfd()が正常に実行されなかった場合、tperrnoに以下の値のいずれかが設定されます。

説明エラーコード

Tmaxシステムにエラーが発生した場合です。詳細情報はログファイルに記録されま

す

[TPESYSTEM]

運用システムにエラーが発生した場合です[TPEOS]

● 例

#include <stdio.h>

#include <sys/socket.h>

#include <netinet/in.h>

#include <errno.h>

#include <usrinc/ucs.h>

...

#define SERV_ADDR “168.126.185.129”

#define SERV_PORT 1500

int fd_read(int, char *, int);

extern int errno;

int usermain(int argc, char *argv[])

{

    ...

    int listen_fd, n, newfd;

    struct sockaddr_in my_addr, child_addr;

    socklen_t child_len;

    buf = tpalloc(“STRING”, NULL, 0);

    if (buf == NULL){ error processing }

    memset((void *)&my_addr, NULL, sizeof(my_addr));

    memset((void *)&child_addr, NULL, sizeof(child_addr));

    listen_fd = socket(AF_INET, SOCK_STREAM, 0);

    if (listen_fd == -1){ error processing }
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    my_addr.sin_family = AF_INET;

    inaddr = inet_addr(SERV_ADDR);

    my_addr.sin_port = htons((unsigned short)SERV_PORT);

    if (inaddr != -1)

        memcpy((char *)&my_addr.sin_addr, (char *)&inaddr, sizeof(inaddr));

        ret = bind(listen_fd, (struct sockaddr *)&my_addr, sizeof(my_addr));

        if (ret == -1){ error processing }

        ret = listen(listen_fd, 5);

        if (ret == -1){ error processing }

        tpsetfd(listen_fd);

        ...

        while(1) {

            n = tpschedule(10);

            ...

            if (n == UCS_USER_MSG){

                if (tpissetfd(listen_fd)) {

                    child_len = sizeof(child_addr);

                    newfd = accept(listen_fd, &child_addr, &child_len);

                    if (newfd == -1){ error processing }

                    tpsetfd(newfd);

            }

            if (tpissetfd(newfd)){

                /*ソケットからバッファーを読み込みます*/

                fd_read(newfd, buf, 1024);

                ret = tpcall(“SERVICE”, (char *)buf, sizeof(buf), (char **)&buf,

 

                              (long *)&rlen, TPNOFLAGS);

                if (ret == -1){ error processing }

                ...

                tpclrfd(newfd);

                close(newfd);

            }

        ...

        }

    } 

    return 1;

}

● 関連関数

tpissetfd(), tpsetfd()
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3.1.4. tpschedule

UCS形式のサーバー・プロセスでのみ使用される関数で、UCSサーバー・プロセスでデータの到着を待機し

ます。最大タイムアウト時間の間待機し、その間にデータが到着した場合は即時に返します。

tpschedule()関数は、データの到着時に該当するサービスが自動的に実行された後に返されます。そのた

め、データが到着後にユーザーが任意でサービスを実行してはいけません。

注

サービスは常にシステムによって実行されるため、UCS形式のサービス・プログラムでもこの点は注意し

てください。

● プロトタイプ

#include <ucs.h>

int tpschedule(int timeout)

● パラメータ

説明パラメータ

待機する時間を秒単位で入力しますtimeout

– -1: データが到着したかどうかをチェックのみ行った後、すぐに返します

– 0: データが到着するまで無限に待機します

● 戻り値

説明戻り値

関数の実行に成功してデータが到着した場合です正の整数

タイムアウト時間までにデータが到着していない場合です。あるいは、関数が実行に

失敗してエラーが発生した場合です。タイムアウト時間までデータが到着しなかった

-1

場合は-1を返し、tperrnoに13番(TPETIME)が設定されます。それ以外の場合、

tperrnoにエラーコードが設定されます

● エラー

tpschedule()が正常に実行されなかった場合、tperrnoに以下の値のいずれかが設定されます。

説明エラーコード

Tmaxシステムにエラーが発生した場合です。詳細情報はログファイルに記録されま

す

[TPESYSTEM]
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説明エラーコード

運用システムにエラーが発生した場合です[TPEOS]

タイムアウト時間までにデータが到着していない場合です[TPETIME]

● 例

#include <stdio.h>

#include <usrinc/atmi.h>

#include <usrinc/ucs.h>

int usermain(int argc, char *argv[])

{

...

while(1)

{

...

tpschedule(3);

ret = tpcall(“SERVICE”, (char *)buf, strlen(buf), (char **)&buf,

(long *)&rlen, TPNOFLAGS);

if (ret == -1) { error processing}

...

}

}

● 関連関数

tpsleep(), tp_sleep(), tp_usleep()

3.1.5. tpuschedule

UCSサーバー・プロセスで、データの到着をマイクロ秒単位で入力した時間の間待機する関数です。

tpuschedule()はUCS形式のサーバー・プロセスでのみ使用可能な関数で、最大タイムアウト時間の間待機

し、決められた時間内にデータが到着すれば即時返します。

● プロトタイプ

#include <ucs.h>

int tpuschedule (int timeout)

● パラメータ

説明パラメータ

待機する時間をマイクロ秒単位で入力しますtimeout

– –1: データが到着したかどうかチェックのみ行い、すぐに終了します
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説明パラメータ

– 0: データが到着するまで待機します

● 戻り値

説明戻り値

タイムアウト時間までにデータが到着していない場合です0

タイムアウト時間までにデータが到着した場合です正の整数

関数の呼び出しに失敗した場合です。tperrnoにエラーコードが設定されます-1

● エラー

tpuschedule()が実行されなかった場合、tperrnoに以下の値のいずれかが設定されます。

説明エラーコード

Tmaxシステムにエラーが発生した場合です。詳細情報はログファイルに記録されま

す

[TPESYSTEM]

運用システムにエラーが発生した場合です[TPEOS]

● 例

...

#include <stdio.h>

#include <usrinc/atmi.h>

#include <usrinc/ucs.h>

int usermain(int argc, char *argv[])

{

...

while(1)

{

...

tpuschedule(3000000);

ret = tpcall(“SERVICE”, (char *)buf, strlen(buf), (char **)&buf,

(long *)&rlen, TPNOFLAGS);

if (ret == -1) { error processing }

...

}

}

● 関連関数
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tpschedule()

3.1.6. tpremoteconnect

リモート・ホストとTCPで接続する関数です。secが与えられると、その時間の間、接続を試みます。その時間

を超えれば、接続エラーが発生します。

● プロトタイプ

#include <ucs.h>

int tpremoteconnect(char *host, int portno, int sec)

● 戻り値

説明戻り値

ソケット番号です0

関数の呼び出しに失敗した場合です。tperrnoにエラーコードが設定されます-1

3.1.7. tpgetrcahseqno

Tmax APIのtpgetsvrseqno APIと同様に、RCAHプロセス番号を返す関数です。この番号はRCALが順次

に与えた番号です。

● プロトタイプ

#include <ucs.h>

int tpgetrcahseqno()

● 戻り値

説明戻り値

RCAHプロセスの順序番号です0

3.1.8. tpgetrcainfo

RCAHのスレッド情報を表示する関数です。

● プロトタイプ

#include <ucs.h>

void * tpgetrcainfo()
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● 戻り値

RCAヘッダー・ファイルのRCAINFOに対するポインターを返します。

3.2. エラーメッセージ
RCAは基本的にTmaxクライアントとして動作するため、Tmaxシステムで提供する関数を使用する場合に発

生するエラーメッセージは、『Tmax アプリケーション開発ガイド』を、エラーメッセージについては、『Tmax メッ

セージリファレンスガイド』を参照してください。
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第4章 RCAHの例

本章では、RCAHカスタマイズと例について説明します。

4.1. RCAHカスタマイズ
各プロジェクトごとに通信プログラム(Client)とRCA間の通信プロトコルが異なるため、プロトコルを合わせる

必要があります。RCAHモジュールでこれを処理するint thrmain(RCAINFO info)を開発者がカスタマイズし

ます。この関数はスレッドの一部であるため、MT-Safeを満たすように作成する必要があります。

RCAHはRCA_NTHRに定義された値のスレッドを作成し、クライアントから要求があるときスレッドプールか

ら1つのスレッドを割り当てて基本的な環境を設定し、クライアントの要求が発生した時点でユーザーが作成

したthrmain()を呼び出す方法で処理します。thrmain()の実行が終了すると、クライアントとの接続が切れ、

スレッドは再びスレッドプールに返されます。

注

グローバル変数を使用して書き込みする場合は、RCAHがマルチスレッドであるためロック処理をする必

要があります。tmaxreadenv()を使用する場合、メモリー損失が発生するので使用できません。

4.2. 例
以下は、Solaris 2.7 32ビットのマシーンでテストした例です。TMAXDIR環境変数がシステムに設定されて

いると想定します。

4.2.1. Makefile

以下は、Makefileの例です。

TARGET = rcah

LIBS = -lrcah -lpthread -lsocket

CFLAGS = -I$(TMAXDIR)

APOBJS = $(TARGET).o

TMAX_INCDIR = $(TMAXDIR)/usrinc

TMAX_BINDIR = $(TMAXDIR)/bin

TMAX_LIBDIR = $(TMAXDIR)/lib

OBJS = $(APOBJS)
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.c.o:

$(CC) $(CFLAGS) -c $<

$(TARGET): $(APOBJS)

$(CC) $(CFLAGS) -L$(TMAX_LIBDIR) -o $(TARGET) $(OBJS) $(LIBS) $(USERLIBS)

clean:

-rm -f *.o core $(TARGET)

4.2.2. プログラム

以下は、プログラムのヘッダー・ファイルとソース・ファイルの例です。

<rca.h>

/* ------------------------- usrinc/rca.h --------------------- */

/* */

/* Copyright (c) 2002 TmaxSoft Co., Ltd */

/* All Rights Reserved */

/* */

/* ------------------------------------------------------------ */

#ifndef _TMAX_RCA_H

#define _TMAX_RCA_H

#ifndef _TMAX_MTLIB

#define _TMAX_MTLIB 1

#endif

#include <usrinc/tmaxapi.h>

#ifndef _WIN32

#define __cdecl

#endif

/* ------ type definition ------ */

typedef struct {

int fd;

int portno;

int count;

int status1;

int status2;

void *user_data;

void *system_data;

} *RCAINFO;
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#if defined (__cplusplus)

extern "C" {

#endif

#ifndef _TMAX_KERNEL

int thrmain(RCAINFO);

int thrinit(RCAINFO);

int thrdone(RCAINFO);

#endif

#if defined (__cplusplus)

}

#endif

#endif

<rcah.c>

#include <stdlib.h>

#include <string.h>

#include <unistd.h>

#include <netdb.h>

#include <sys/types.h>

#include <sys/socket.h>

#include <sys/un.h>

#include <netinet/in.h>

#include <arpa/inet.h>

#include <pthread.h>

#include <errno.h>

#include <usrinc/rca.h>

struct msg {

int len;

char svcname[16];

};

int start_flag;

int thrinit(RCAINFO info)

{

int n;

n = tpstart(NULL);

if (n < 0) {

printf("RCA_%d: tpstart fail, tperrno = %d, errno = %d\n",
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pthread_self(), tperrno, errno);

return -1;

}

start_flag = 1;

printf("RCA_%d: thrinit ok\n", pthread_self());

return 1;

}

int thrdone(RCAINFO info)

{

if (start_flag) {

start_flag = 0;

tpend();

}

printf("RCA_%d: thrdone ok\n", pthread_self());

return 0;

}

int thrmain(RCAINFO info)

{

struct msg header;

int n;

long len;

char *sndbuf;

char buf[8192];

buf[0] = 0;

n = read(info->fd, &header, sizeof(struct msg));

if (n != sizeof(struct msg)) {

printf("RCA_%d: read header fail = %d\n", pthread_self(), n);

return -1;

}

len = ntohl(header.len);

n = read(info->fd, buf, len);

if (n != len) {

printf("RCA_%d: read data fail = %d\n", pthread_self(), n);

return -1;

}
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/* ----------------------------------------------- */

if (!start_flag) {

n = tpstart(NULL);

if (n < 0) {

printf("RCA_%d: tpstart fail, tperrno = %d\n", pthread_self(),

tperrno);

return -1;

}

start_flag = 1;

}

sndbuf = (char *)tpalloc("CARRAY", NULL, len + 1);

if (sndbuf == NULL) {

printf("RCA_%d: tpalloc fail, tperrno = %d\n", pthread_self(), tperrno);

return -1;

}

memcpy(sndbuf, buf, len);

n = tpcall(header.svcname, sndbuf, len, &sndbuf, &len, 0);

if (n < 0) {

printf("RCA_%d: tpcall fail, tperrno = %d\n", pthread_self(), tperrno);

tpfree(sndbuf);

return -1;

}

memcpy(buf, sndbuf, len);

header.len = htonl(len);

tpfree(sndbuf);

/* ----------------------------------------------- */

write(info->fd, &header, sizeof(struct msg));

write(info->fd, buf, len);

return 0;

}
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